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書 評

藤盛孝博 著

消化管の病理学

武藤徹一郎(癌研究会附属病院長)

本書は従来の教科書の“常識の壁”をつき抜け

た，まことにユニークな本である．わずか213ペー

ジの中に，口腔から肛門までの腫瘍性疾患と炎症性

疾患の病理を網羅し，さらにその理解に必要な発生

と正常組織に言及し，染色法と遺伝子診断に関係す

る技術のエッセンスまでが記述されている．これほ

どユニークで読者の立場に立った教科書は類をみな

いと言ってよい．病理学者の教科書は，概して記述

が長く，しばしば自己主張が多いのが一般的である

が，本書はそれとは全く逆に，記述は短く簡潔で研

究的データ，自己主張は一切なく，公認されている

分類と必要最小限の写真が提示されているのみであ

る．読者はまず本書の記述の思い切りのよさに感嘆

するであろう．やろうと思えば，物事はここまで無

駄をなくすことが可能なのである．しかし，症例を

中心にまとめたと著者が述べているように，教科書

としての十分な情報も満載されている．単著である

がゆえの，あれも書きたいこれも書きたいという誘

惑をバッサリと断ち切って，ここまで簡略にまとめ

た著者の勇気と英断には，お見事と感服せざるをえ

ない．

著者の藤盛博士は今では高名な消化管病理の大家

であるが，筆者は氏が現在のように主役を演じる以

前から注目し，期待を込めて見守っていた．従来の

病理医とはちょっと肌合いの違う言動に，戸惑いを

感じる臨床家も少なくなかったと想像するが，分子

生物学的手法を古典的病理学に積極的に取り入れ

る，という新しい方向をめざす姿勢には常に声援を

送ってきた．氏の教室には学内外から常に多数の留

学生が集まっていると聞くが，本書の出版に際して

彼らの協力が大きかったことは同慶の至りである．

比較的短期間にかかる大著(ページ数は少なくても

内容は大著に匹敵する)が著せたのも，多方面から

の資料提供を可能にした氏の日頃の情熱とリーダー

シップのなせる業であると敬服している．

さて，本書のユニークな内容について簡潔に紹介

する必要があるだろう．全体で8章のうち，第1章

で生検，切除材料の取り扱い，生検に関する実際の

諸注意が述べられている．さらに，大腸 sm癌の取

り扱いが説明され，大腸 sm癌の種々相として sm

癌のさまざまな典型例が提示されている．この「○

○癌の種々相」は各臓器別に症例報告のごとく提示

されているのが独創的で，初心者はここを通覧すれ

ば消化管病理の門をくぐったことになる．

あとは，口，食道，胃，小腸，大腸の順に各臓器

別の種々の疾患に関して，2～3行から数行の無駄

のない説明と内視鏡像，病理組織写真が並び，通覧

すれば消化管病理の概要は理解できるようになって

いる．記述が短く簡潔なので，読むのにも時間はか

からない．最近の多忙な医師の生活にマッチした，

近代的教科書と言うべきであろう．

第7章が本書のユニークさの一端を示している．

ここでは，通常は最初に来るであろう消化管の発

生，器官形成が語られ，正常組織像のアトラスが提

示されている．第8章の消化管病理に必要な基礎的

染色法と遺伝子診断に関連する技術の項は，著者の

面目躍如たる部分であり，本書の最大の特徴の一つ

をなすと言ってもよいであろう．染色法，遺伝子診

断法ともに試薬の作り方から検出法までが提示され

ている．必要とあれば，読者はその記述に従って染

色，遺伝子診断を行うことができる．何と行き届い

た教科書であろうか．古典的病理学に満足しない著

者の，より多くの若い病理医ならびに臨床医に，著

者のめざす方向への理解を深めたいという願いが伝

わってくる．

文献は565編が巻末に収録されているが，それ以

外にどの教科書にも引用されているような代表的な

ものは，本文中の( )の中に配置されているのも無

駄がなくてよい．教科書は大成し高齢に達した大家

が著すものという常識は，もはや過去のものである

ことを，本書を通覧してしみじみと感じた．しか

し，一方で，著者が成熟の域に達したときに著す成

書はどんなものであるかが楽しみでもある．本書は

病理医のみならず消化管専門医にとっても有用であ

り，あまねく消化管の臨床家に推薦したい．

B5判 264頁 定価12,600円(本体12,000円＋税5％)

2004年 医学書院 刊

初校時には柱文の数値の入れ換えを忘れずに偶数ページ 奇数ページ

©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
00

4
 

2026/10/02 07:28:04


